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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第27期

第３四半期連結
累計期間

第28期
第３四半期連結
累計期間

第27期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年12月31日

自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 4,797,739 4,350,647 6,155,375

経常利益（千円） 692,077 434,931 511

四半期（当期）純損益（千円）  △285,611  249,514 △903,069

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△238,326 200,879 △861,352

純資産額（千円） 13,201,022 12,713,489 12,577,996

総資産額（千円） 16,666,565 16,960,723 16,759,580

１株当たり四半期（当期）純損益

金額（円）
△21.82 19.08 △69.00

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 79.2 75.0 75.0

　

回次
第27期

第３四半期連結
会計期間

第28期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成22年10月１日
至平成22年12月31日

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

１株当たり四半期純損益金額

（円）
10.98 △0.24

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第27期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

　　（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

４．第28期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　　第27期及び第27期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　　

２【経営上の重要な契約等】

　当社及び当社子会社であるタラサ志摩スパアンドリゾート株式会社は、平成23年12月27日開催の取締役会において、

株式会社星野リゾート及び同会社の100％子会社である有限会社志摩ホテルマネージメントとの間で平成21年11月５

日に締結いたしました「タラサ志摩ホテル」の運営委託契約を終了する決議をし、自社により、引き続き「タラサ志

摩ホテル」を運営していくことといたしました。なお、運営委託契約終了日は平成24年３月27日、自社による運営開始

日は平成24年３月28日であります。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況　

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月に発生した東日本大震災により大きな打撃を受

け、直接的被害のみならず、サプライチェーンの寸断、消費の自粛、電力不足や原発問題等により大きく落ち込むこと

となりました。その後、消費マインドや生産活動は徐々に回復しつつあり、持ち直しの動きが見られるものの、欧州財

政危機、海外景気回復の鈍化、円高の影響により、不透明感が高まり、依然厳しい状況が続いております。

　  このような状況の下、当社グループは引き続き、「アート関連事業」に経営資源を集中させ売上の増加に注力する 

  とともに、販売費及び一般管理費の削減に努めてまいりました。 

　　  この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は4,350百万円（前年同期比9.3％減）、営業利益は389百万

　　円(同45.2％減)、経常利益は434百万円（同37.2％減）、四半期純利益は249百万円（前年同期は285百万円の四半期　

　　純損失）となりました。 

　

  セグメントの業績は、次のとおりであります。

  ①アート関連事業

　    当社グループの主力事業である絵画等販売事業におきましては、新規顧客獲得に主眼をおいた営業活動に注力する

　とともに、会場運営費・広告宣伝費を中心とした経費の削減や効率化に取り組んでまいりました。

　　しかしながら、当第３四半期連結累計期間において、美術品販売事業の売上が少なかったことや円高等の影響によ

　による商品評価損を計上したこと等により、売上高は2,606百万円（同8.6％減）、営業利益は230百万円（同14.2％

　減）となりました。

　　②金融サービス事業

　    当社グループの顧客及び一般加盟店に対する個別信用購入斡旋事業を中心に取り組んでまいりました。また、美術

　　品担保融資事業による収益が減少したことや円高の影響による商品評価損等を計上したこと等により、売上高は550

　　百万円（同25.5％減）、営業利益は210百万円（同61.2％減）となりました。

  ③リゾート事業

　    タラサ志摩ホテルの運営を引き続き「株式会社星野リゾート」の100％子会社に委託し、客室稼働率の上昇に注力

　してまいりました。この結果、売上高は817百万円（同10.3％増）、営業損失は70百万円（前年同期は78百万円の営

　業損失）となりました。

  ④健康産業事業

　    フィットネスクラブやヨーガスタジオの新規会員獲得に主眼をおいた営業活動を推し進めてまいりました。

　　しかしながら、「カルナ　フィットネス＆スパ　柏」における東日本大震災の影響、客単価の低下及び会員獲得数

　の伸び悩み等により、売上高は383百万円（同18.8％減）となりましたが、経費削減効果もあり営業損失は24百万円

  （前年同期は54百万円の営業損失）となりました。

　　

    (2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　　　

(3) 研究開発活動

　　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,463,816 15,463,816

大阪証券取引所　

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数100株

計 15,463,816 15,463,816 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日　
－ 15,463,816 － 1,656,000 － －

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

　することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在
区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式   

2,386,500
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式   

13,074,100
130,741 －

単元未満株式
普通株式   

3,216
－

１単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数 15,463,816 － －

総株主の議決権 － 130,741 －

（注）１.「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,900株（議決権の数29

個）含まれております。

　　　２．「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式46株が含まれております。　

　

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

アールビバン株式会社
東京都品川区東品川

４丁目13番14号
2,386,500 － 2,386,500 15.43

計 － 2,386,500 － 2,386,500 15.43

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について優成監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,849,912 2,895,860

受取手形及び売掛金 5,301,505 5,778,312

営業貸付金 3,415,320 1,681,138

商品及び製品 2,515,065 3,514,500

仕掛品 5,892 4,966

原材料及び貯蔵品 30,741 33,012

前払費用 149,433 121,801

繰延税金資産 676,430 806,776

その他 263,088 493,760

貸倒引当金 △588,100 △246,522

流動資産合計 14,619,291 15,083,606

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,456,909 1,433,501

減価償却累計額 △1,017,139 △1,034,822

建物及び構築物（純額） 439,769 398,678

土地 227,722 227,722

リース資産 3,990 3,990

減価償却累計額 △266 △864

リース資産（純額） 3,724 3,125

その他 356,425 363,447

減価償却累計額 △281,165 △286,102

その他（純額） 75,259 77,344

有形固定資産合計 746,475 706,871

無形固定資産

のれん 2,182 －

その他 29,801 7,933

無形固定資産合計 31,983 7,933

投資その他の資産

投資有価証券 460,014 343,369

敷金及び保証金 242,991 238,555

繰延税金資産 426,732 346,194

その他 316,682 315,386

貸倒引当金 △84,592 △81,192

投資その他の資産合計 1,361,829 1,162,312

固定資産合計 2,140,288 1,877,116

資産合計 16,759,580 16,960,723

EDINET提出書類

アールビバン株式会社(E03276)

四半期報告書

 7/16



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 225,172 239,592

短期借入金 690,000 424,000

未払法人税等 200,610 36,141

割賦利益繰延 1,278,779 1,404,038

賞与引当金 60,577 25,182

返品調整引当金 43,425 24,057

その他 1,177,292 1,586,186

流動負債合計 3,675,856 3,739,197

固定負債

リース債務 3,910 3,281

退職給付引当金 28,808 31,234

役員退職慰労引当金 340,175 352,474

資産除去債務 125,364 118,692

その他 7,469 2,353

固定負債合計 505,728 508,035

負債合計 4,181,584 4,247,233

純資産の部

株主資本

資本金 1,656,000 1,656,000

資本剰余金 6,706,301 6,706,301

利益剰余金 5,509,901 5,694,029

自己株式 △1,328,879 △1,328,879

株主資本合計 12,543,323 12,727,451

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 34,672 △13,962

その他の包括利益累計額合計 34,672 △13,962

純資産合計 12,577,996 12,713,489

負債純資産合計 16,759,580 16,960,723

EDINET提出書類

アールビバン株式会社(E03276)

四半期報告書

 8/16



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 4,797,739 4,350,647

売上原価 2,124,619 2,293,219

売上総利益 2,673,120 2,057,428

販売費及び一般管理費 1,962,427 1,667,629

営業利益 710,692 389,798

営業外収益

受取利息 904 601

受取配当金 5,305 7,303

投資事業組合運用益 － 11,757

貸倒引当金戻入額 － 29,618

保険解約返戻金 12,655 －

その他 15,091 19,941

営業外収益合計 33,957 69,222

営業外費用

支払利息 － 6,286

為替差損 39,548 16,426

投資事業組合運用損 10,723 －

その他 2,301 1,376

営業外費用合計 52,573 24,089

経常利益 692,077 434,931

特別利益

賞与引当金戻入額 765 －

その他 299 －

特別利益合計 1,064 －

特別損失

本社移転費用 22,171 －

固定資産除却損 1,876 －

投資有価証券評価損 26,445 28,726

減損損失 772,280 39,530

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 40,225 －

その他 11,810 －

特別損失合計 874,810 68,256

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△181,669 366,674

法人税、住民税及び事業税 212,973 148,156

法人税等調整額 △109,031 △30,996

法人税等合計 103,941 117,160

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△285,611 249,514

四半期純利益又は四半期純損失（△） △285,611 249,514
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△285,611 249,514

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 47,284 △48,634

その他の包括利益合計 47,284 △48,634

四半期包括利益 △238,326 200,879

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △238,326 200,879

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

（法人税率の変更等による影響）

　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第114

号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成23年

法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率の引下げ及

び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。　

これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の40.69％から、平成24年４月１日

に開始する連結会計年度から平成26年４月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異等については

38.01％に、平成27年４月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異等については35.64％となりま

す。　

この税率変更により、繰延税金資産の純額が147,768千円減少し、法人税等調整額は147,768千円増加しております。 

　　　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。　　　

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 72,994千円 38,730千円

のれんの償却額 12,886 2,182
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（株主資本等関係）

  Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 65,521 5 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

平成22年11月５日

取締役会
普通株式 65,386 5 平成22年９月30日平成22年12月20日利益剰余金

２．株主資本の金額の著しい変動　

該当事項はありません。

  Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 65,386 5 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

２．株主資本の金額の著しい変動　

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日 至　平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

アート関連
事業

金融サー　
ビス事業

リゾート　
事業　

健康産業　事
業　

計

売上高   　     

外部顧客への

売上高
2,852,882732,047740,602472,2074,797,739 － 4,797,739

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

173 7,030 － － 7,204△7,204 －

計 2,853,056739,078740,602472,2074,804,944△7,2044,797,739

セグメント利益

又は損失（△）
268,223542,425△78,900△54,504677,24433,448710,692

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額33,448千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

（固定資産に係る重要な減損損失）

「健康産業事業」において、営業活動から生じる損益が継続してマイナスである資産グループについて、帳簿

価額を回収可能額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しました。当該事業による当第３

四半期連結累計期間の減損損失の計上額は755,391千円であります。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日 至　平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

アート関連
事業

金融サー　
ビス事業

リゾート　
事業　

健康産業　事
業　

計

売上高   　     

外部顧客への

売上高
2,606,338543,722817,176383,4094,350,647 － 4,350,647

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

90 6,858 － － 6,948△6,948 －

計 2,606,428550,581817,176383,4094,357,596△6,9484,350,647

セグメント利益

又は損失（△）
230,047210,418△70,523△24,354345,58844,210389,798

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額44,210千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「リゾート事業」において、営業活動から生じる損益が継続してマイナスである資産グループについて、帳簿

価額を回収可能額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しました。当該事業による当第３

四半期連結累計期間の減損損失の計上額は39,530千円であります。
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（企業結合等関係）

該当事項はありません。　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額(△)
△21円82銭 19円8銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)

（千円）
△285,611 249,514

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額(△)（千円）
△285,611 249,514

普通株式の期中平均株式数（千株） 13,092 13,077

（注）１. 前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２. 当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。 　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月13日

アールビバン株式会社

取締役会　御中

優成監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　善孝 印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 波賀野　徹 印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアールビバン株式

会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から

平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アールビバン株式会社及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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